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　2022年度の科学研究費助成事業（科研費）の

専修大学の採択件数は新規と継続分を合わせて

96件、直接経費１億800万円。このうち新規採

択は24件だった（下表参照）。

　新規採択の研究種目別の内訳は、１人または

複数の研究者が共同で行う「基盤研究」が20

件、博士の学位取得後８年未満の研究者が１人

で行う「若手研究」が２件、日本学術振興会特

別研究員が行う「特別研究員奨励費」が２件だ

った。

　研究期間は基盤研究が３～５年、若手研究が

２～５年。特別研究員奨励費は３年以内。直接

経費は、研究者が研究課題の遂行について自由

に使える経費。独立行政法人日本学術振興会が

４月、交付内定を発表した。

22年度採択は96件科研費

研究
種目 氏名 所属・職名 研究課題名

基
盤
研
究（
Ｂ
）

稲 田 十 一 経済学部教授 国際開発援助体制の変容と開発途上国のナショ
ナル・ガバナンスの相互連関に関する研究

傅　 凱 儀 経済学部准教授 ナイジェリア農民のリスク認識とリスク管理戦
略に関する学際的研究

相 澤 勝 治 経営学部教授 性ホルモンを介した骨格筋量の新たな調節機序

貫　 成 人 文学部教授 コンテンポラリーダンスの制度的基盤に関する
比較分析

基
盤
研
究（
Ｃ
）

河 藤 佳 彦 経済学部教授 共通価値創造の観点からみたコミュニティビジ
ネスによる大都市圏の地域活性化方策

小 林 昭 裕 経済学部教授 文化的生態系サービスの視点から捉えた、自然
公園における文化的景観の持続的管理

板 井 広 明 経済学部准教授 古典派経済学のジェンダー視点による思想史的
再検討：女性・再生産・環境

谷 口 智 紀 法学部教授 所得相応性基準に関する日米比較法研究を素材
とした知的財産権の評価基準の構築

吉 川 純 恵 法学部講師 中国のアフリカ外交の実証的研究：資源外交・
インフラ建設・国有企業

前 川 修 吾 商学部講師 植物リボソームストレス応答の分子機構の実態
解明

苅 谷 愛 彦 文学部教授 大規模斜面崩壊の発生年代と誘因に関する通説
の地形学・地質学・年代学的検証

黒沢眞里子 文学部教授 アメリカ葬儀産業の成り立ちと葬儀のプロフェ
ッショナル化の研究

研究
種目 氏名 所属・職名 研究課題名

基
盤
研
究（
Ｃ
）

中垣恒太郎 文学部教授 ナショナル・アイデンティティの創造と変容
――「新世界の無用者」の表象

渡 辺 英 次 文学部教授 専門的トレーニングの継続が発育発達期の運
動能力・コンディションに与える影響

河 野 敏 鑑 ネットワーク
情報学部准教授

コロナ禍での企業における健康状況と企業業
績との関係についての経済学的考察

嶋 根 克 己 人間科学部教授 COVID-19が葬送儀礼の変容に与えた比較
社会論的研究

石 川 達 夫 国際コミュニケー
ション学部教授

チェコ文学におけるグロテスクと笑い――人
間存在の真相を開示するもの

小 林 貴 徳 国際コミュニケー
ション学部准教授

メキシコ先住民村落部における災害脆弱性の
解明：民俗知を活かす地域防災モデルの構築

石 田 信 平 法務研究科教授 「価値ある労働」の機会保障と間接差別規制
に関する比較法研究

道垣内弘人 法務研究科教授 家事事件の実務的・現代的課題をふまえた実
体法理の再構築

若
手
研
究

森　 啓 輔 経済学部講師 日米における米軍基地をめぐる言説ネットワ
ークの翻訳プロセスの社会学

石 川 健 太 人間科学部助教 社交不安の注意プロセスにおける領域固有性
仮説―注意プロセスへの介入効果の検証―

特別研究員
奨 励 費

加 藤 真 生 日本学術振興会
特別研究員

20世紀における学術ネットワークの展開と
アジア・太平洋戦争における大量死問題

畑　 佑 美 日本学術振興会
特別研究員

内受容感覚が習慣行動と目標志向行動を調整
するメカニズムの解明

新規採択24件を紹介

　「
社
会
経
済
と
『
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
』
の
問
題
」
を
共
通

テ
ー
マ
に
し
た
経
済
学
部
公

開
講
座
（
全
６
回
）
が
５
〜

６
月
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
。
移
民
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
、
女
性
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
な
ど
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
問
題
を
現
在
の
状
況
と
過

去
の
経
験
か
ら
捉
え
直
し
、

あ
る
べ
き
社
会
経
済
像
や
そ

こ
に
向
け
て
の
課
題
を
多
角

的
に
提
示
し
た
。

　
第
２
回
の
５
月
21
日
は
、

労
使
関
係
論
が
専
門
の
山
縣

宏
寿
准
教
授
が
「
非
正
規
雇

用
と
最
低
賃
金
」
と
題
し
て

講
演
。
最
低
賃
金
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
問
題
提
起

を
行
っ
た
。
身
近
で
関
心
の

高
い
テ
ー
マ
と
あ
っ
て
、
１

０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が

聴
講
し
た
。

　
山
縣
准
教
授
は
、
日
本
の

労
働
政
策
に
お
い
て
最
低
賃

金
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
た
か
を
解
説
。
正

社
員
と
専
業
主
婦
か
ら
な
る

家
族
モ
デ
ル
を
前
提
に
し
た

従
来
の
政
策
で
は
、
非
正
規

雇
用
や
最
低
賃
金
の

問
題
に
対
応
で
き
な

い
と
指
摘
し
た
。

　
日
本
の
最
低
賃
金

が
国
際
的
に
低
水
準

に
あ
る
一
方
で
、
大

企
業
の
内
部
留
保
は

急
伸
し
て
い
る
と
の

デ
ー
タ
を
紹
介
。「
最

低
賃
金
の
問
題
を
考

え
る
際
に
は
、
社
会

全
体
で
生
み
出
さ
れ

て
い
る
富
の
分
配
と

い
う
視
点
が
重
要
で

あ
る
」
と
論
じ
た
。

各国の最低賃金水準について説明する山縣准教授

社
会
経
済
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

６
教
員
が
多
角
的
に
解
説

　
江
崎
雄
治
文
学
部
教
授
ら

の
共
編
著
『
地
域
社
会
の
将

来
人
口
‥
地
域
人
口
推
計
の

基
礎
か
ら
応
用
ま
で
』（
２

０
２
０
年
・
東
京
大
学
出
版

会
）
が
日
本
人
口
学
会
賞
を

受
賞
し
た
。
６
月
11
日
、
神

戸
大
学
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。

　
同
書
は
、
地
域
別
の
将
来

人
口
推
計
の
意
義
や
、出
生
・

死
亡
・
人
口
移
動
に
関
す
る

仮
定
設
定
の
理
論
、
推
計
実

施
に
関
す
る
諸
外
国
の
実
情

な
ど
、
多
角
的
に
分
か
り
や

す
く
解
説
。「
人
口
学
は
も
と

よ
り
、
政
策
担
当
者
を
含
む

実
務
家
に
と
っ
て
も
重
要
な

成
果
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　
江
崎
教
授
は
人
口
地
理
学

が
専
門
。

　
西
角
純
志
経
済
学
部
兼
任

講
師
が
社
会
理
論
学
会
の
２

０
２
２
年
度
研
究
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
。
著
書
『
元
職
員

に
よ
る
徹
底
検
証
　
相
模
原

障
害
者
殺
傷
事
件
｜
｜
裁
判

の
記
録
・
被
告
と
の
対
話
・

関
係
者
の
証
言
』（
２
０
２

１
年
・
明
石
書
店
）
と
、
同

事
件
に
関
連
し
た
４
本
の
論

文
が
受
賞
対
象
と
な
っ
た
。

　
６
月
22
日
に
は
、
東
京
・

千
代
田
区
の
明
治
大
学
駿
河

台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、「
相
模

原
事
件
を
ど
う
乗
り
越
え
る

の
か
｜
｜
『
内
な
る
優
生
思

想
』
と
決
別
す
る
た
め
に
」

（
明
治
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
セ

ン
タ
ー
主
催
）
と
題
す
る
講

演
会
を
行
っ
た
。

経済学部
公開講座

日
本
人
口
学
会
賞

文
・
江
崎
教
授
が

社
会
理
論
学
会

研
究
奨
励
賞
に

経
済
・
西
角
兼
任
講
師

Instagramで動画を公開した

Dance Team MISAKI

吹
奏
楽
研
究
会
は
３
年
次
生
に

よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
披
露

　学術文化会に所属する団体などによる「第

55回黒門祭」が７月２、３日、オンライン形

式で行われた。今年度は13団体が演奏やダ

ンスなどの動画公開、研究発表、作品展示を

行い、日ごろの研究、活動の成果を発表した。

第55回黒門祭

　「
２
０
２
２
専
修
大
学
カ
ッ
プ
神
奈

川
県
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
」

（
主
催
‥
専
修
大
学
・
神
奈
川
県
野
球

連
盟
）
が
８
月
５
日
（
金
）
か
ら
８
月

11
日
（
木
・
祝
）
ま
で
、
県
内
球
場
で

開
催
さ
れ
る
。

　
同
大
会
は
神
奈
川
県
各
支
部
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
代
表
54
チ
ー
ム
に
よ
る

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
。
地
域
社
会
の
発
展

と
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
神
奈
川
県

の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
専
修
大
学
創
立
１

３
０
年
（
２
０
０
９
年
）
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
06
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年

で
16
回
目
。

【
開
会
式
・
１
回
戦
】
８
月
５
日
（
金
）

９
時
　
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム

【
準
決
勝
・
決
勝
・
閉
会
式
】
８
月
11
日

（
木
・
祝
）
９
時
　
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
パ

レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア
ム
ひ
ら
つ
か
※
予

備
日

18
日
（
木
）
大
和
ス
タ
ジ
ア
ム

　
神
奈
川
新
聞
に
写
真
付
き
で
全
チ
ー

ム
紹
介
を
掲
載
す
る
。

　
優
勝
チ
ー
ム
が
８
月
22
日
（
月
）
の

ｔ
ｖ
ｋ
情
報
番
組
「
猫
の
ひ
た
い
ほ
ど

ワ
イ
ド
」（
12
時
〜
）
に
出
演
す
る
予
定

の
ほ
か
、
熱
戦
の
総
集
編
を
８
月
28
日

（
日
）
19
時
か
ら
ｔ
ｖ
ｋ
で
放
送
予
定
。

※
今
後
の
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

第
16
回
神
奈
川
県
学
童

軟
式
野
球
選
手
権
大
会

８
月
５
〜
11
日　

県
内
球
場
で
開
催


